
ケアラー・ヤングケアラー
支援関係機関向け研修

気づきから支援へ。
ケアラーを孤立させないために。

ケアラー・ヤングケアラー支援に
必須の知識や技術を学べます。

✅ 支援が必要そうだが、

どこまで踏み込めばよ

いか分からない

✅ 家族全体を見た支援

の方法がわからない

✅ 関係機関との連携が

難しい

✅ ヤングケアラーへの

声掛けに悩む

✅ ケアラーが相談しやす

い場づくりを学びたい

こんなことで悩んでいませんか？

埼玉県内の市町村、地域包括支援センター、相談支援事業所、
社会福祉協議会、民間支援団体等の職員 等

ご視聴はこちらから→
（申込不要）

ステップ１

実務に活かせる５テーマ

（要申込）

問合せ先 セントスタッフ株式会社 教育研修事業課
（本研修は埼玉県より委託を受け、セントスタッフ株式会社が運営いたします）

メール st_kenshu@home.misawa.co.jp
電 話 03‐6803‐5624

埼玉県マスコット「コバトン」「さいたまっち」

主 催 埼玉県福祉部地域包括ケア課

（受付 土日祝を除く10：00～18：00）

令和8年度ケアラー支援関係機関向け研修事業

基礎研修

実践研修（オンライン・集合研修）

対象者

ステップ2

❶ アセスメント

❷ 関係機関とのネットワーク構築

❸ ヤングケアラー支援と当事者心理

❹ 信頼関係を築くファシリテーション〈講義〉

❺ 信頼関係を築くファシリテーション〈演習〉

※❺に参加するには❹の受講が必要です

お申込みはこちらから →

彩の国

埼玉県



実践研修 テーマ一覧
実践研修を通じて、より実務に活かせる技術等を身につけましょう！

①アセスメント
アセスメントシート等を活用し、世帯全体を対象とした
アセスメント力を養います。

④信頼関係を築くファシリテーション＜講義＞
ケアラー支援の場面で活きる対話技術の基本と、相談しや
すい支援者像を学びます。

②関係機関とのネットワーク構築
関係機関との連携のポイントを押さえ、地域資源 を有効
活用するための連携を学びます。

③ヤングケアラー支援と当事者心理
社会的背景や支援の重要性を整理し、当事者の声から、
寄り添うための視点と心構えを学びます。

⑤信頼関係を築くファシリテーション＜演習＞
対面での演習を通じて、1対1の対応やサロン等の場づくり
の技術を体得します。

10月16日(金)
10時～11時30分

オンライン/
オンデマンド配信

11月5日(木)
14時～16時

11月13日(金)
14時～15時40分

11月25日(水)
11時～12時

12月22日(火)
13時～16時

会 場

勝呂 ちひろ 氏 一般社団法人Omoshiro 代表理事

「本人だけでなく世帯全体を支援する」という包括的な視点を持ち、生活困難世帯や
複雑な課題を抱える世帯の支援に従事している。

会場：埼玉カンファレンスセンター大宮西口DOMⅡ（JR大宮駅西口より徒歩4分）

※⑤に参加するには④の受講が必要です

オンライン/
オンデマンド配信

オンライン/
オンデマンド配信

オンライン/
オンデマンド配信

（講師）

井手 大喜 氏 NPO法人フォーケアラーズ 代表

ケアラー当事者経験を持つ実践者であり、現在はヤングケアラーコーディネーターとし
て多機関連携も含めた支援を実践している。

（講師）

上原 美子 氏 埼玉県立大学 保健医療福祉学部 教授

ヤングケアラー支援や学校福祉に関する教育・研究の第一線で活動し、教育と福祉の
連携による家族支援の実践的なあり方を提唱している。

（講師）

坂本 拓 氏 精神疾患の親をもつ子どもの会「こどもぴあ」代表

ヤングケアラー当事者。同じ境遇にある子どもたちの交流の場や支援ネットワークを
構築する「こどもぴあ」を運営する。

戸田 徹弥 氏 合同会社TDC 代表社員 / 教育ファシリテーター

「子どもも大人も笑顔でいられる場所づくり」を掲げ、教える側・教えられる側という
上下関係を超えた「シェルパ（伴走者）」として活動する。

（講師）

申込期限 ＜オンライン＞＜会場＞は各回の２週間前まで
＜オンデマンド配信＞は令和９年２月２８日まで


